
火
災
特
別

警
戒
を
裏
施
し
ま
す

年

末
年
始
の
繁
雑
期
を
迎
え

る

に
あ
た
り
、
こ

れ
か
ら
火
災
の
発

生
し
や
す

い
時
期
に

な
り
ま
す
。

消
防
局

・
消
防
団
で

は
出
火
防
止

の
広
報

や
福
祉
施
設

・
病

院
・
学

校

・
空
き
家

・
新
築
中
の
家
屋
等

を
巡

回
す

る
な
ど
、
警
戒

を
強
化

し
ま
す

。

市

内
で
の
火

災
の
原
因
は
、

放

火

の
疑

い
・
た
ば
こ
・
放
火
が
上

位
を
占

め
て

い
ま
す
。
町
会
・
自

治
会

な
ど
地
域
ぐ
る
み
で
放
火
さ

れ
な
い
、
放
火
さ
せ
な

い
環
境
づ

く
り
を
お
願

い
し
ま
す
。

ま
た
、
各
家
庭
で
の
火
の
取
り

扱

い
に
は
、
十
分
注
意
し
て
く
だ

さ

い
。

國
消
防

局
警
防
課

容
3
6
3
・
１
１
１

ごみ出しは指定日の朝に出す。

家の周りに燃えやすい物を放置しないで、いつも整理する

ようにする（玄関ポストの新聞、チラシ等）。

共同ｲ主宅の共用部分には、可燃物、ごみなどは放置しない

ようにする。

夜圉、家の周リを明るくする。

主な火災原因（ワースト3）

平成14年10 月末現在 平成13年10 月末現在

１ 放火の疑い 25件 放火の疑い 23件

２ たばこ 16件 放火 18ｲ牛

３ 放火 12件 こんろ 15件

市民安全パトロール車出動

過去５年間の火災発生件数

※このデータは各年10 月末現在の件数です。

市では、12月から市民

の皆さんの安全 一安心な

生活のため、パトロール

車を2 台配備し 、日々の

防犯活動に当たっていま

す。

また、12 月３日から始

よっている今回の歳末防

犯パトロールで活躍し 、

来年1 月8日から3 月21 日

までの市民生活安全パトロールでも 、毎日市内全域を昼夜1 日肩回

の安全パトロールに出動し 、犯罪の防止匚役立つことになります。

犯罪の少ない松戸市を目指し 、市民の皆さんにもご理解とご協

力をお願いします。

固安全課R366  ―ﾜ3 副

防

犯

パ

ト

ロ

ー

ル

を

実

施

市

で

は

、

安

全

・
安

心

な

ま

ち

づ

く

り

の

た

め

、

本

年

も

防

犯

パ

ト

ロ

ー
ル

を

実

施

し

て

い
ま

す

。

今

年

は
1
2
月

３

日

㈹
か

ら
2
5
日

困

ま
で

の

間

、
地

域

対
策

本

部

禾

庁

お

よ

び
各

支

所

）

で

行

っ
て

い

き

ま

す

。

本

年
1
0
月

末

現

在

、
路

上

強

盗

が
四

十

四

件

、

ひ

っ

た
く

り

が

五

百

六

十
五

件

と

い
う

状
況

で

あ
り

、

年

末
を

迎

え

、

犯
罪

増
加

の
不

安

は

避

け

ら

れ

ま

せ

ん

。

酊

民

の

皆

さ

ん

の

ご
理

解

と

ご

協
力

を

お

願

い
し

ま

す

。

■

市

内

全

域

パ

ト

ロ

ー

ル

毎

週
数

回
、
地

域
対

策

本

部
（
市

政

協

力

奮

貝
、

町

会

・
自

治

会

、

防

犯

指

導

員

、

商

店

会

、

市

職

員

等

）

で

午

後

７

時

か

ら

９

時

ま

で

の
二

時

間

パ
ト

ロ

ー

ル

を
行

っ

て

い
ま

す

。

ま

た

、
消

防
団

員

、

消

防
職

員

人口と世帯

人口　471,093人 ［+ 334 ］

男　237,065人 ［＋　103］

女234,028 人 ［+ 231 ］

世帯189,450 世帯［+ 291 ］

昨年の防犯パトロール

※平成12年国勢調査の確定値を基準とし
て集計し た常住人口です。

に
よ

る

防
犯

と

防

火

パ

ト

ロ

ー
ル

を
行

っ

て

い
ま

す

。

■

駅

周

辺

パ

ト

ロ

ー

ル

駅

周

辺

で

の

迷

惑

行

為

防

止

や

安

全

の

た

め

主

要

駅

周

辺

の

パ
ト

ロ

ー
ル

も
行

っ
て

い
ま

す

。

暉

地
域

ぐ

る

み

の

防

犯

活

動

を

安

全

・
安

心

な

環

境

づ
く

り

の

た

め

、

市

民

の
皆

さ

ん

の

ご

協
力

に

よ

る
地

域

ぐ

る
み

の

防
犯

活

動

を

お

願

い
し

ま

す

。

固

市

安

全

課

昔
3
6
6・
７

３

４

１

、

松

戸

警

察

署

昔
3
6
9・

０

１

１

０

、

松

戸

東

警

察

署

登
3
4
9・
0
1
1
0

主な内容

新市議会議員を紹介します　②

冬の交通安全運動　　　　　③

徳川昭武写真コンテスト入賞作

品決定　　　　　　　　　　④

松戸市の職員給与等を公表　 ⑤

情報チャンネル　　　　　⑥⑦

火
の
取
扱
い
に
ご
注
意
を

消す心　置いてください　火のそばに

「 消 す 心　 置 い て く だ さ い

火 の そば に」 を スロ ーガ ン に 、

12月23日(祝)から1月7日(火)まで、

年 末 年 始 火 災 特 別 警 戒 を 実 施

し ます 。

放火されない環境づくりのポイント

ひ
つ
た
く
り
に
ご
用
心
!
!

Ｊ

被
害

防

止

の

ポ
イ

ン

ト

ｍ

明
る

く
、
人
通

り
の
多

い
道

を

選

ん
で
歩
く

圜

ハ

ン
ド

バ
ッ

ク
は

、
し

つ
か
リ

腕
に
抱
え

る

③
ハ

ン

ド
バ
ッ

ク
は

、
車

道
と
反

対

顛

に
持
つ

圉

自
転

車
の
前

か
ご
に

防
犯
カ
バ

ト

を
付

け
る

Ｊ

ひ

っ
た

く

り

被

害

に

あ

っ
た

ら

／
見

た

ら

／

ｍ

被

害
に
あ

っ
た
う

目
宅
に

居
につ

ず

、
ま
ず

現
場

か
ら
ｙ
に１
０

番

通

報
す
る

圜

犯
人

の
服

装

、
人

聊

逃

走
方

向
を

涌
糶

す
る

圓

大

声
を
出

し
て

、
助

け
を

求
め

る

圉

犯
罪

を
目

撃
し

た
ら

、
す
ぐ
１

１
０

番

を
す

る



私 た ち 市 民 の 代 表

新市議会議員を紹介します

11 月17 日に行われた選挙の結果、新
しい市議会議員が決まりました。

私たち市民の代表として、重要な役

割を担う46人の皆さんを紹介します。

掲載順序は右上から縦に50音順、年
齢は投票日現在、所属党派は立候補届

け出によるものです。

(敬称略)

山

口
　

博

行
　
5
1
歳

箕
輪

信
矢
　
3
5
歳

中

田
　
　

京
　
4
9
歳

末

松
　

裕

人
　
3
8
歳

岡

本
　

和

久
　
6
3
歳

池

田
　
　

清
　
6
5
歳

日本共産党 無　所　属 無　所　属 無　所　属 無　所　属 無　 所　属

山

沢
　
　

誠
　
5
2
歳

深
山

能
一
　
4
8歳

中

村

多

賀

子
　
5
7
歳

杉

浦
　

正

八
　
6
5
歳

小

沢
　

暁

民
　
6
1
歳

石

井
　
　

弘
　
4
9

歳

公　明　党 無　所　 属 日本共産党 無　所　属無　所　属 無　所　属

吉

岡
　

五

郎
　
5
3

歳

武

笠
　

紀

子
　
5
1
歳

名

木
　

浩

一
　
4
1
歳

杉
浦

誠
一
　
5
3歳

城
所
　
正
美
　
4
5
歳

石
川
　

龍

之
　
4
3
歳

公　明　党 無　所　属 民　主　党 無　 所　 属 公　明　党 公　明　党

吉
田
　

博

一
　
4
3
歳

元

橋

ス
ミ

子
　
7
8
歳

二

階

堂

剛
　
4
8
歳

田

居
　

照

康
　
5
3
歳

草

島
　
　

剛
　
3
5
歳

伊

藤

余

一
郎
　
6
0
歳

公　明　党 自由民主党 社会民主党 無　所　属 日本共産党 日本共産党

吉
野

信
次
　
5
9
歳

諸

角

由

美
　
4
7
歳

長

谷
川
　

満
　
5
5
歳

高
橋

義
雄
　
6
7歳

桜
井

秀

三
　
5
3
歳

岩

堀
　

研

嗣
　
3
0
歳

無　所　属 公　明　党 民　主　党 無　 所　 属 無　所　属 無　所　属

渡

辺
　
　

昇
　
6
9
歳

矢

部

愛

子
　
5
3
歳

張

替

勝

雄
　
5
7
歳

谷

口
　
　

薫
　
6
7
歳

佐

藤

恵

子
　
5
6
歳

宇

津

野

史

行
　
2
6
歳

無　所　属 公　明　党 無　所　属 新 社 会 党 公　明　党 日本共産党

渡

辺

美

喜

子
　
5
4
歳

山

口
　

栄

作
　
3
5
歳

平

林
　

俊

彦
　
6
1
歳

富

澤
　

凡

一
　
7
2
歳

沢

間

俊
太

郎
　
5
4
歳

大

井
　

知

敏
　
4
7
歳

松
井

貞
衞
　
5
7
歳

中

川
　

英

孝
　
5
5
歳

渋
谷

和
昭
　
5
6歳

大

川
　

一
利
　
5
7
歳

公　明　 党 無　所　属 無　所　属 無　 所　 属 無　所　 属
一 一無　 所　 属

公　明　党 無　所　属 無　所　属 無　所　属

松戸市議会議員一般選挙

投票率は、40.14%

男 女 計

当日有権者数 18ﾜ,535人 184,830人 3ﾜ2,365人

投票者数 ﾜ0,453.人 ﾜ9,031人 149,484人

投票率 3ﾜ5ﾜ ％ 42ﾜ6 ％ 40.1496

圖市選挙管理委員会事務局昔36ト ワ386



のみません しめますﾍﾞﾙﾄ と 気のゆるみ

12月10日(火)～12月

31日(火)

冬の交通安全運動

交通事故防止の重点目標

③薄暮時の交通事故防止

②シートベルトと
チャイルドシート
の着用の徹底①飲酒運転の追放

日

時

…
1
2
月
1
2
日

水
午

後

１

時

～

３

時
3
0
分

会

場
・
：
プ

ラ

ザ

ペ
イ
ア

ン
柏
（
柏

市

柏

五

の

九

の

Ｉ
、

登
0
4
・
７

１
亅・
６
３

・
8
8
2
2

）

内

容
・
：
（

ロ

ー
ワ

ー

ク

松

戸

（
野

田

出

張

所

を

含

む

）

に

求
人

票

を

提

出

の
上

、
新

規

高

卒

者

就

職

面

接

会

に

参

加

し

て

い
た

だ

き

ま

す

。

囿
（

ロ

ー

ワ

ー

ク
松

戸

求

人

部

門

昔
3
6
7
・
８

６

０

９

、

（

ロ

ー
ワ

ー

ク
野

田

就
職

紹

介

部

門

登
0
4
・
７

１

２

４

・
４

１

入札の対象とならない市発注の簡易修繕（営繕）業務を希望する業者の登録

を行います。登録を希望する市内業者は申請をし てください。ただし 、平成

15･ 16 年度の入札参力［］資格審査申請をされる業者を除きます。

受付期間…2月回日（月卜21 日閨

受付時間…午前9時～11B330 分と午後1時～∠1時

会場…衛生会館3階会議室

対象…市内業者（申請をする業種の施工実績があり 、技術または資格を有する

市内に本店のある法人および個人事業者）

※申請書は契約課で配布しています（無料）。

※隔年で受け付けますので、資格は2 年間有効です。

圖契約課2*366-1151

パ
ソ
コ
ン
研
修
後
期
（
Ｉ
）
受
講
生
を
募
集

就
職

を
し

た

い
市

民

の
皆

さ

ん

の
職

業

能
力

を

高

め

る

た

め

パ
ソ

コ

ン

の

基
礎

研

修
を

宰
瓸

し

ま

す

。

講

座

カ

リ

キ

ュ

ラ

ム
・：

ウ
ィ

ン

ド

ウ

ズ

の

基

本

操

作

・
文

書

作

成

・

表

計
算

・
イ

ン

タ

ー
ネ

ッ
ト

の
活

用

法

な

ど
三

日

間

（
十

八

時

間

）

の
研

修

日

程
（
○

番

号
は

コ

ー

ス
番

号

）・：

①

１

月

８
日

水
・
９

日

内
・
1
0日

蚩

②

１

月
1
4
日

㈹
・
1
5日

水
・
1
6日

水

③

１

月
1
7
日

窗
・
2
0日

丱
・
9
1一日

㈹

④

１

月
2
2
日

水
・
2
3日

水

公

日

倒

⑤

１

月
2
7
日

菲
・
2
8日

㈹
・
2
9日

水

⑥

１

月
3
0
日

水
・
3
1日

窗

、
２

月
３

日

非

研

修

時

間
・
：
午

前

９

時
4
0
分

～

午

後

５

時
1
0
分

会

場
・
：
明

生

情

報

ビ
ジ

ネ

ス

専

門

学

校

（
Ｊ

Ｒ

新

松

戸

駅

下

車

徒

歩

二

分

、

新

松

戸

四

の
二

の

匸

※

駐

車

場

は

あ

り

ま

せ

ん

。

対

象
・
：
市

内

に

在

住

の

求

職

者

で

現

在

職

に

就

い
て

い
な

い
ま

た

は

失

業

中

の

人

で

、

全

日

出

席

で

き

る

人

（
就

職

を

希

望

し

な

い
人

お

よ

び

学

生

を

除

ぐ

）

定

員

…

各

コ

ー
ス

四

十

人
（
抽

選

）

費

用
・
：
二

千

円

程

度

（

テ
キ

ス

ト

代

）
匣
1
2
月
2
0
日

金

〔
消

印

有

効

〕

ま

で

に

、
（

ガ
キ

に

希

望

の
コ

ー
ス

番

号

（
第

三

希

望

ま

で

可

）
　・
住

所

・
氏

名

・
年

齢

∴
電
話

番

号

を

記

入

し

て

、

〒
n
1
8
5
8
8

价

戸

市

役

所

商

工

観

光

課

労

政

係

（

登
3
6
6

・
7
3
2
7

）

へ

◆ＩＴ学習支援コース(パソコ
ンを使用しての自主学習)

千

葉
高

齢

期
雇

用

就
業

支

援

コ

ー
ナ

ー
は

、
高

齢

莇

に
お

け

る
職

業

生
活

設

計

の

支
援

を
行

つ
国

の
機

関

（
（

ロ

ー

ワ

ー
ク
附

属

機
関

）

で
す

。
高

齢

期

の

生

活

設
計

に

必
要

な

、
厚

生

年

金

・
雇

用

保

険

・
健

康

保
険

・
税

金

等

の

基
礎

知

識

を
深

め

て

い
た

だ
く

た
め

の

セ
ミ

ナ

ー
と
再

就

職

支
援

の
た

め
の

セ

ミ
ナ

ー
を

開

催
し
て

い
ま

す
。

■

職

業
ま

逗
一
計

セ
ミ
ナ
ー

毎

月

第

二

水
曜

日

午
前

９

時
5
0
分
～

午

後

４
時
4
0
分

■

亙
赫
醤

苦

蘯

セ
ミ

ナ
ー

奇

数
月

第

三

金
曜

日

午

後
１

時
3
0
分

～

４

時
2
0
分

※
参
加

費

・
テ
キ

ス

ト
代

等

す

べ
て
無

料

で
す

が
、
当

コ

ー
ナ

ー
へ

の
登

録

が
必
要

で

す

。

固
（

ロ

ー
ワ

ー
ク
ち

ば
（
千

葉

公

共
職

業

安

定

所
）

千

葉

高
齢

期

雇
用

就

業

支

援

コ

ー

ナ
１

公
鵬

・
2
3
8・
8
3
0
0

期日 利用時回

1/ 8 ㈲ 午後6時～9時

10窗 午後ら時～9時

15㈲ 午後ら時～9時

17窗 午後ら時～9時

19⑧
午 前9 時30 分 ～ 午 後O 時30 分

午 後1 時30 分 ～ 八時30 分

20(月)午後ら時～9時

22㈲ 午後ら㈲～9時

27(月)午後ら㈲～9時

30㈲ 午後ら時～9時

●パソコン操作習得コース

講 座 名 日　程

初 め て の パ ソ コ ン 1/16 ㈲ 口7 か18 圉

WORD&EXCEL 基 礎1
1/6C月)・7㈹・8㈹

1/20(1月)・21(ﾒｼ22 ㈲

WORD&EXCEL 基 礎2
1/9團･10 ㈲・11比

1/23 休)・24 窗 ・25 出

定員…先着各20 人

費用…無料

時間…午前9時30分～午後4時30分
対象…求職者
定員…各20人
費用…無料（テキスト代実費）

惠「パソコン操作習得コース」は、「求職受付票」持参のうえ、12 月10 日㈲午前

9時から、「ＩＴ学習」は12 月16 日（月）午前9 ㈲から、直接窓口で受け付け（「I  T

学習」は電話での受け付けも可）

・ 松戸地域職業訓練センター（小金原1の19 の3)  S3 ∠L9－3200

※受付開始時に定員を超えた場合はその場で抽選となります。

※受付当日は、車での来場はご遠慮ください。

歯
を
大
切
に

歯
丈
夫
、
胃
丈
夫
、
大
丈
夫

健
康
で
明
る
い
未
来
の
た
め
に

ご
自
分

の
口

の
中
の
状
態
を

知

っ
て

い
ま

す
か
？

学
生

時
代

は
、
学
校
で
健
診

を
受
け

て
い
た
人

も
、
社
会

人

に

な
っ
て
か
ら
は
、
会

社
で
健

診

が
あ
る
人

や
、
治
療
で
歯
科

医
院
に
通

っ
て
い
る
人
以
外
は
、

口

の
中
の
状
態
を
知
ら
な

い
人

が
多

い
と
思
い
ま
す
。

歯
を
失
う
原
因
の
大
部
分
は
、

歯
周

病

（
歯
ぐ
き
の
病
気
）
と

虫
歯
で
す
。
共
に
自
然
治
癒
が

な
く
、
で
き
る
だ
け
早
ぐ

発
見

し

て
予
防
対
策
を
す
る
こ
と
が

重
要

で
す
。

特
に
歯
周
病
は
初
期
に
は
自

覚
症
状
が
乏
し
く
放
置
さ
れ
が

ち
で
あ
り
、
自
覚
し
た
時
に
は

相
当
に
進
行
し
て

い
る
た

め
、

歯
を
保
存
す
る
こ
と

が
困
難
に

な
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
す
。

で
き
る
だ
け
早

い
時
期
に
口
腔

内
の
清
掃
の
実
施
状
況
と
健
康

状
態
を
診
査
し
て
、
個
々
人
に

あ
っ
た
適
切
な
保
健
指
導
を
受

け
、
白
身
で
予
防
に
努
め

る
こ

と
が
重
要
で
す
。

松
戸
市
在
住

の
四
十
歳
以
上

の
人
は
、
一
年
に
一
回
無
料
で

受
託
医
療
機
関
に
お

い
て
、
口

腔
内
審
査
と
相
談
を
受
け

る
こ

と
が
で
き
ま
す

。
平
成
1
2年
度

は
二
千
四
十
七
人
、
平
成
Ｂ
年

度
は
、
二
千
二
百
四
十
七
人

の

人
が
健
診
を
受
け
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
半
期
で
約
千
三
百
人

が
受
け
て

い
ま
す
。

検
診
で
は

一
、
口
腔
内
清

掃
状
況

二
、
歯
牙

の
状
態

（
健
全

歯
、

虫
歯
、
治
療

済
の
歯
、
喪
失
歯
、

咬
耗
歯
、
磨
耗
言

三

、
歯
ぐ

き
の
状
態

（
歯
石

の

付
き
具
合
、
歯
肉
炎

の
状
態
、

盲
襄

測
定
、
出
血
、
動
揺
）
を

調
べ
各
受
診
者

の
口
腔
状
態
に

あ
っ
た
相
談
お
よ
び
指
導
を
行

い
ま
す
。

特
に
異
常

が
な
く

て
も

、
検

診
の
結
果
を
お
渡
し
し
ま
す

の

で
、
ご
自
分
の
口

の
中

の
状
態

を
知

る
こ
と

が
で
き

ま
す

。

将
来
に
わ
た

っ
て
自
分

の
歯

を
十
分
に
残
し
、
食

べ
る
楽
し

み
を
享
受

し
て
豊

か
な
人

生
を

送
れ
る
よ
う

に
す
る
た
め
に
も
、

日
常

の
ブ
ラ
ッ
シ
ン

グ
を

は
じ

め
、
口
腔

保
健
行
動

を
習
慣
ず

け

る
こ
と

が
必
要

で
す
。
特
に

歯
ぐ
き

が
時

々
腫

れ
る
、
も
の

が
咬
み

づ
ら
く

な
っ
て
き
た
、

物

が
挟
ま
り

や
す
く

な
っ
て
き

た
、
歯

が
浮

い
た
感
じ
が
す
る

な
ど

の
人

は
要
注

意
で
す
。

早
期
受

診
が
、
早
期
に
歯
周

疾
患

の
進
行
を

抑
制
し

、
歯
の

喪
失
を
防
ぐ
こ
と
に
な
け
ま
す
。

お
近
く

の
受
託

歯
科

医
院
で
、

ぜ
ひ
健
診
を
お
受
け
ぐ
だ
さ

い
。

（
松

戸

歯

科

医

師

会

）

年

末

は

、

交

通

量

の

増

加

に

伴

弓

道

路
混

雑

に
加

え

、

飲

酒

の
機

会

が

多

く

な

る

こ

と

な

ど

に

よ

り

交

通

事

故

の

多

発

が

予

想

さ

れ

ま

す

。一
人

ひ

と

り

が
交

通

ル

ー
ル

を

守
り

、

交

通

事

故

防

止

に

ご
協

力

く

だ

さ

い
。

圜

松
一
日

警
寮
署

公
3
6
9
・
０
１

１

０

、

松

戸

東

警

察

署

昔
3
4
9・
0
1
1
0

新
規
高
卒
者
就
職
面
接
会

最
近
の
雇
用
失
業
状
況
は
依

然
と
し
て
厳
し

い
状
況

が
続

い

て
お
り
、
特
に
高
校
生
を
取

―

巻
ぐ
就
職
環
境
に

つ
い
て
は
、

求

人

倍

率

、

内

定

率

と

も

低

い
水

準

で
推

移

し
て

い
ま
す

。

（

ロ

ー

ワ

ー

ク
松

戸

で

は
、

平

成
1
5
年

３

月

高

等

学

校

卒

業

予

定
者

の
就

職

を

積

極

的

に

支

援

す

る
た

め

、「
平

成
1
4
年

度

新

規
高
卒
者
就
職
面
接
会
」

を
開

催
し
ま
す
。

多
く
の
事
業
者

の
参
加
を

お

待
ち
し
て

い
ま
す

。

パソコン講座

平
成
1
4
年
度

就
職
を
希
望
す
る
人
に

平成15・16年度松戸市入札参加資格審査申請の受け付け

平成15・16年度松戸市簡易修繕(営繕)業務
受注資格審査申請の受け付け

受付期間…1月1∠1日収卜2 月18 日脚（土・日曜日、祝日を除＜）

受付時間…午前9時～11 時30 分と午後1時～4 時

会場…衛生会館3階会議室

対象…物品納入業者（建設工事資材を含む）、委託業務業者（設計・測量・コン

サルタントを含む）、建設工事業者（建設業者のみで物品納入業者および委託業

務業者を除＜）

※申請書は市役所新館7階契約課（1部500 円）で販売しています。

販売時間午前9時～午後4 時30 分（土・日曜日、祝日を除く）

※隔年で受け付けますので、資格は2年間有効です。

※申請内容に変更があった場合には、その都度変更届が必要です。

鬪劼抽哥ｆｔｑＲＲ－11 ＲI

千
葉
高
齢
期
雇
用
就
業

支
援
コ
ー
ナ
ー
か
ら
の

ご
案
内

ご
参
加
ぐ
だ
さ
い

そ
の
一
〇
三
　
成
人
歯
科
健
康
診
査



徳 川 昭 武 写 真 コ ン テ ス ト
いつまでも残したい我がまちの風景

徳川昭武大賞「 ぽくらの下町」　栗山竜太氏

入
賞
作
品
決
定

ラ
ー
メ
ン

五香さくら通り商店会では､９

月30 日から「ら一めん寺子屋」

を開設し講習を実施しています。

この寺子屋では、こ れからラ

ーメン店を開業したい人を募集

し 、3 ヵ月で開業に必要な基本

的な技術を習得させます。

おかげさまで第2･3 期の募集

は定員に達し ました。受講を希

望 する人は 、第4 期以 降にご 応

募＜ださい。随時募集しています。

※第4 期（平成15 年「ｱ月「アロ開講

予定」から､ 第10 期（平成17 年

3 月末修了）まで

講習期間…1 期12 週 （3ヵ 月）、

月～土曜日のうち週5 日午前10

時～午後5 時（原則）

優秀賞「伊勢丹通り」

塩野谷信彦 氏

募集時期…随時（平成16 年12 月まで）

徳川昭武写真コンテストにご応募いただきありがと

うございました。

応募総数198 点の中から厳正に審査した結果、33人

の入賞者を決定しました。

優秀賞「花粉 の花取り」　福田久雄氏

展示期間…12 月６日窗～19 囗困

会場…松戸駅東西自由通路市民ギャラリー

展示内容…徳川昭武大賞1点、優秀賞2点、入賞30点

固商工観光課S366-732｢ｱ

募集定員…「7人（1 期につき）

費用…入学金15 万円 、授業料

45 万円（3ヵ月分､消費税を含む）

固五香さくら通り商店会「らー

めん寺子屋委 員会J  a080-

5035-15 ∠川、商工観光課商工

振興係B366-7327

鑼1 期生卒躪ラーメン有科試宸蠢

12月18 日伽～22 日日 の正午

から午後4時まで、ら一めん寺

子屋で、卒業生が日替わりでラ

ーメンを200 円から提供します。

皆さんの励ましとご意見をお

願いします。

し
い
た
け
栽
培
資
材
の

あ
っ
せ
ん
を
し
ま
ず

品

目

こ
憶
格
原

木

（
長

さ

九
十

言
　

一

本

三

亘

ニ
ト

円

、
種

駒

二

十

個
（
原

木

一
本

分

）
百

二

十

円

、

電

動

ド
リ

ル

用

替

刃

一
本

七

百

円

圃
1
2
月
2
0
日

窗

ま

で

に

、
往

復
（

ガ
キ

に

希

望

品

目

・
数

量

・
住

所

・
氏
名

・
電

話

否

ゲ
を
記

入
し

て

、

干
2
7
!
－
8
5
8
8

松

戸

市

役

所

農

政

課

内

松

戸

市

森

林

組
合

（

昔

3
6
6
・
7
3
2
8

）
　へ

※
引

き

渡

し

日

時

、
場

所

に

つ

い

て

は
平

成
1
5
年

１

月

中

に

通

知

し

ま

す

。

※
電

動

ド

リ

ル

の

貸
し

出

し

（
原

木

一

本

・
五

卜

円

）

に

つ

い
て

は

、

当

日

現

地

に

て

申

し
受

け

ま

す

。

犬・猫などが農耕地に入ら

ないよう、飼い主の皆さんの

ご協力をお願いします。

羆農政課指導係s366 ―ﾜ328

農作物を食い荒らす野ネ

ズミを退治するため、農耕

地口駆除剤を仕掛けますの

で､ ご注意くださ

い。

駆除期間1 月10

日㈲～16 日㈲

年

末

の

ご

み

の

収

集

・
し

尿

く

み

取

り

は

捏

月
3
0
日

剛

で

終

了

し

ま

す

。

年

始

は

１

月
４

日

出

か

ら

開

始

し

ま

す

。

1
2月

は

、
大

掃

除

な

ど

で

ご

み

が

多

く

出

ま

す

。
分

別

を

正

し

く

守

っ

て

計

画

的

に

集

積

所

に

出

し

ま

し

ょ

う

。

年

内

に

し

尿

の

く

み

取

り

が

必

要

な

場

合

は

、

早

め

に

連

絡

し

て

く

だ

さ

い

。

※

粗
大

ご

み

の

申

込

み

受

け

付

け

は

、

年

末

は

捏

月
2
7

日

銜

ま

で

、
年

始

は
１

月
６

日

㈲

か

ら

開

始

し

ま

す

。

冒

環

境

業

務

課

公
3
6
6・
ワ

３

３

３

ごみは早めに 計画的に
年末年始のごみ収集・し尿のくみ取り

基　準　日
資 源 ご み

有 害 ご み

燃や せるご

み

陶 磁 器 ・ガ

ラ ス な ど の

ご み

リ サ イク ル

する プ ラ ス

ツ チク

そ の他 のプ

ラ スチ ッ ク

月曜地区
最終収集日 12/30 贈 12/28出 12/12 團 12/25W 12/27 窗

収集開始日 1/ 6 ㈹ 1/ 4 出 1/ 9 休） 1/ 8 ㈲ 1/10 倒

火曜地区
最終収集日 12/24 ㈲ 12/300月) 12/11 困 12/26 床 12/28 圉

収集開始日 1/ 7 叫 1/ 6 ㈲ 1/ 8 ㈲ 1/ 9 休） 1/ 4 出

水曜地区
最終収集日 12/25(710 12/28R 12/19 休） 12/27 廊 12/30C月)

収集開始日 1/ 8 ㈲ 1/ 4 出 1/16(*) 1/10 銜 1/ 6(月)

木曜地区
最終収集日 12/26 困 12/30 ㈲ 12/18610 12/28 出 12/24 因

収集開始日 1/ 9 困 1/ 6 ㈹ 1/150<) 1/ 4 ㈹ 1/ 7 ㈹

金曜地区
最終収集日 12/27 ㈲ 12/28c 12/26  (tK)12/300月) 12/25(7k)

収集開始日 1/10 窗 1/ 4 出 1/23 困 1/ 6 ㈲ 1/ 8 ㈲

土曜地区
最終収集日 12/28 は） 12/30 ㈲ 12/25 ㈲ 12/24 ㈹ 12/26困

収集開始日 1/ 4 ㈹ 1/ 6 ㈲ 1/22 困 1/ 7 ㈲ 1/ 9 ㈹

※振準日は　あなたの銷区の「資源ごみ匚有害ごみ｜の曜日です。

口

市

立

松

戸

高

等

学

校

へ

の

転

入

学

試

験

車

立
松
戸
高
等
学
校
で

は
、

転

入
生

を
受

け
入
れ

る
た

め
の
試

験

を
行

い
ま
す
。

募
集
人
数
卜
普
通
科
一
年
生
一
人
、

二
年

生
三

人

応
募
資
格
…
保
護

者
の
転

勤
等

に

伴

つ
転
居
に
よ
り
、
在
籍

校
に
通

学
で
き
な

い
生
徒
な

ど

受
付
期
間
・：
1
2月
1
0日

㈹
～
1
6日

賄
（
上

・
日

曜
日

を
除
ぐ
）
、
午
前

９
時
～
午

後
４

時
3
0分

（
最
終
日

は
正

午
ま

で
）

試
験
日
…
1
2月
1
7日

天

※
必
要
書
類

が
あ
り
ま
す

の
で
。

早

め
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

圜
重

乳
松

戸
高
等
学
校

登
3
8
5
・
３

来
春

、
高

校

（
高
等

専

門

学

校

を
含

む
）

に
進

学

を

希

望

す

る

お
子

さ

ん

の

い
る

家

庭

に

、

入

学
資

金

を

お

貸

し

し

ま

す

。

貸

付
額
・：
三

十
万

円

以

内

（
公

立

・
私

立

で

は

額

が

異

な

り

ま

す

）

対

象
：

①

経

済

的

な
理

由

に

よ

堊

咼
校

入

学

が

困

難

な

信

爾
で

あ

る
こ

と

②

保

護

者

が

市

の
住

民

基
本

台

帳

に

一

年
以

上

登

録

さ

れ

て

い

て

、
引

き

続

き

市

内

に

居

住

し

て

い
る

こ

と

③

市

内

（
特

別

な

事

情

を

除

ぐ

）
に

居

住

す

る
確

実

な

連

帯

保

証

人

が
得

ら

れ

る
こ

と

等

辱
衍

期

間

…

第

一

回

＝
１

月

６

日

囲
～
3
1
日

幽

、

第

二

回

＝
２

月

３
日

賄
～

３

月

７

囗

噺

※

進
学

希

望

先

が

決

ま

れ

ば
。

申

請

で

き

ま

す

の

で

、

お

早

め

に

お

願

い
し

ま

す

。

申
ｔ
鬱
袁
配
布
場

所
・：
児

童

福

祉

課

・
市

民

課

お

よ

び

各

支

所

固

児

童

福

祉

課

’一一
3
6
6
・
７

３
４

教

育

委

員

会

会

議

１９一
月
1
9
囗

困

午

後

３

時
3
0
分

か

ら
　

会

場

只
葉

ガ

ス

Ｆ

松

戸

ビ

ル

五

階

会

議

室

糸
議

案

等

は

お

問

い
合

わ
せ

く

だ

さ

い

。

固

教
育

官

貝
会
企

画

管

理

室

昔
3
6
6

・
７

１ｔ
ｒａ
ｒａ

公

民

館

運

営

審

議

会

1
2月
1
0
日

火
午

後

６

時
3
0
分

か

ら
　

会

場

女

性

セ

ン

タ

ー

ゆ
う

ま

つ
ど

※
議

案

等

は
お

問

い
合

わ
せ

く

だ

さ

い
。

國
公

民

館

昔
3
6
8・
1
2
1
4

遺

児

手

当

１２

月

期

分

を

支

給

し

ま

す

遺

児

手

当

の
1
2
月

期

分

（
８
～

Ｈ

月

分

）

を
1
2
月
1
0
日

㈹
以

降

に

受

給

者

の
指

定
口

座

に

振
り

込

み

ま

す

。
支

給

額

（
児

童

一

人

に

つ

き

）

父

母

の

一
方

と

死

別

＝
月

額

五
千

五

百

円

、
両

親

と

死

別

＝

一
万

五

百

円
※
８

月

・
1
2
月

・

４
月

の
年

三

回

支

給

新

た

に

手

当

の

支

給

を

希

望

す

る

人

は

、

申

請

し

て

く

だ

さ

い

対

象
：

市

内

に

居

住

し

、
父

母

の

一
方

ま

た

は
両

親

と
死

別

し

た

児

童

（
中

学
校

卒
業

ま

で

）

を

扶

養

し

て

い

る
人

申

請

に
必

要

な

も

の
：

①

認

印

⑤

一
ヵ

月

以

内

に
発

行

さ

れ

た

世

帯

全

員

の

住

民

票

（
本
籍

等

す

べ

て

記

載

さ

れ

た

も

の

）

ま

た

は
外

国

人

登
録

原
票

記

載

事
項

証
明

書

⑤

一
ヵ

月

以

内

に
発

行

さ

れ

た

申

請

者

と

遺

児

記

載

の

戸
籍

謄

本

吉

甲

請

者

名

義

の
預

金

通

帳

の

表

紙

の

コ

ピ

ー

受

け
付

け
…

随

時

（
申

請

の

翌

月

か
ら

支

給
）

※
現

在

受

給

中

の
人

は

こ

の
手

続

き

は

不

要

で

す

。

圜

児

童

福

祉

課

給

付

懾
－－
3
6
6・
７

松

戸

都

市

計

画

生

産

緑

地

地

区

の

変

更

案

の

縦

覧

1
2月

５

日

困

～
1
9
日

水

〔
閉

庁

日

を

除

ぐ

〕

午

前

８

時
3
0
分

～

午

後

５

時

会

場

み

ど

り

と

花

の
課

内

容

行
為

の

制

限

を

解

除

し

た

こ

と

で

、

生

産

緑

地

の
機

能

が
失

わ

れ

た

こ

と

に

よ

匯
才変

更

す

る
地

区

※

案

に

つ

い
て

意

見

書

の
提

出

が

で

き
ま

す

。

団

み

ど

り

と

花

の
課

保

全

係

登
3
6
6

・
７

りａ
７
（
８

平

成

１４

年

工

業

統

計

調

査

に

ご

協

力

を

経

済

産

業

省

で

は
、

製

造

業

を

営

む

事

業

所

を

対

象

に

工

業

の
実

態

を

明

ら

か

に

す

る
こ

と

を

目

的

と

し

て

、

毎

年
1
2
月
3
1
日

現

在

で

工

業

統

計

調

査

を

実

施

し

て

い
ま

す

。

調

査

結

果

は

、

経

済

動

同
を

把

握

す

る

た

め

の

重

要

な
資

料

と

し

て

広

く

活

用

さ

れ
て

い
ま

す

。

調

査

の

対

象

ど

な

っ
た

事

業

所

に

は

、
1
2
月

中

旬

か

ら

１

月

に

か

け

て

調

査

員

が
伺

い
ま

す

の
で

、

ご

協

力

を

お

願

い

し

ま

す

。

な

お

、

調

査

員

は

、

調

査

員

証

を

携

帯

し

て

い
ま

す

。

不

信

な

点

が
あ

り

ま

し

た

ら

、

お

問

い
合

わ

せ

く

だ

さ

い
。

圖
総

務

企

画

本

部

総

務

課

統

計

係

a
3
6
6
・
8
0
5
6

宝

く

じ

の

助

成

事

業

で

「

お

祭

り

用

品

」

を

購

入

馬

橋

東

地

ぼ

地

域

活

性

化

協

議

会

で

は

、

平

成

Ｈ

年

度

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

助

成

事

業

に

よ

り

、
お

祭

り

用

品

（
太

鼓

等

）

を

購

入

し

ま

し

た

。

こ

の
助

成

事

業

は

、

拙
百

治

総

合

セ

ン

タ

ー

が
宝

く

じ

の
受

託

事

業

収

益

を

財

源

に
、

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

活

動

に

必

要

な
施

設

や

整

備

な

ど

に

助

成

す

る
も

の

で

、

コ

ミ

ュ

ニ
テ

ィ

の
健

全

な
発

展

を

図

る

と

と

も

に

、

宝

く

じ

の
普

及

を
目

的

と

し

て

い
ま

す

。

圜
地

域

振

興

課

コ

ミ
ュ

ニ

テ

ィ
施

設

係

登
3
6
6・
7
3
1
8

入賞作品写真展を開催します

4期生以降を募集

寺
子
屋

農耕地に犬・猫な

どが入り 、農作物に

被害を与えています。

農耕地に犬・猫などを入

れないで！

野ネズミ退治薬剤に
よる駆除を実施

高
等
学
校
入
学
資
金

を
お
貸
し
し
ま
す



市民の皆さんに松戸市の一般職および特別職の給与等について理解していただ

くため、その概要をお知らせします。

圖人事課給与係公366-7306

区　分
住 民 基 本 台 帳

人 口( 年 度 末)
歳出額Ａ 実質収支 人件費Ｂ

人 件 費 率

( Ｂ ／ Ａ)

（参考）12 年 度

の人 件費率

13年度
(1 ∠に3.31)

耶4 刀4 人

千 円

112.149.4 弓?

千 円

３ ｍ ８ 引 ８

千 円

30.464.348
2ﾜ.2％ 28.5%

人荷=酋 に は　 訟 迥　 耜 蘢　 諸 羊 当　 二は猖 砦 笆 邦 意 ま 刺 ま 寸｡

区分 職員数
Ａ

給与費 1人 当 た

り 給与 費

(Ｂ ／ Ａ)

職員1人当たりの住民数

給料 職員手当 期緩 勉≒ 計　Ｂ 松戸市 県内市分平均

14年度
(14.4.1)

3 223 人

千 円

に 引 匹

千 円

409ﾜ｢702

千 円

6,829,009

千円

25,288,375

千 円

ワ8 聡
144.0人 128.ﾜ人

「職員手当」には、管理職手当、扶養手当、調整手当、住居手当、通勤手当、特殊勤務手
当、時間外勤務手当等が含まれ、児童手当、退職手当を除いたものです。
※職員１人当たりの住民数は、職員が少なければ少ないほど数値が高くなります。松戸市
は、他市に比べ少ない飃員数で市の什事を遂行しています。

一般行政職 技能労務躪

平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

396 155 円 5?? 898 円 45 濤ﾜ 月 311.140 円 3 圉 ６ 押 円 46 廱? 月

一般行政職は 、税務矚・福祉矚・医療輾 ・消防職・教育職・企業職 一技能労務職等を除いたl

員。技能労務 職は自動 車運転手 ・守衛 ・業務員 ・用務員 ・給食調 理員等で す。

給与 月額とは 、月々支 給さ れる 給料と職 員手当 （期末 ・勤勉 、退職 手当を除く す べての

手当 ）の合計を いい ます。

【】職員の初任給の状況( 平成14 年4月１日現在)

区　　分
松戸市 国

初任給 採用2年経過Eﾖの給料頷 初任給 採用2年経過日の給料額

一般行政職
大学卒 188,900円 203,800 円 ｀j

Ｉ種189,000 円 203,800 円

II種1ﾜ4,∠F00円 188,900 円

高校卒 巧I B00円 16ﾜ ∠↓00円 1∠↓1,900円 151,800 円

【】職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況( 平成14 年4月１日現在)

区　　分 経験年数10 年 経験年数巧年 経験年数20年

一般行政職
大学卒 289,650 円 3訓,800円 389,488 円

高校卒 235,600 円 298,800 円 344,125 円

技能労務職 222,255 円　　1　　249,582 円 2ﾜ53ﾜ2 円

経験年 数は 、学校卒業 後直ち に市に採用さ れ引き続 き勤務し ている 場合 には 、採用 後の年

数。採用前 に職歴等のある 場合には 、そ の期間を 換算し 採用 後の年数 に加算し た年 数です。

【】一般行政職の級別職員数の状況( 平成14 年4月１日現在)

区分＼ 級 9級 8級 ﾜ級 6級 5級 ∠|級 3級 2級 1級

計標 準 的 な 職

務 内 容

本部長

担当部長

担当部長

次　長
課長 補佐

主幹

係長
係長 主任主事

主事

技師

事務員
技術員

職員数 12人 40人 221 人 146人 50ﾜ 人 261 人 295 人 125 人 21人 1,628人

構成比 0.ﾜ％ 2.5％ 13.696 9.0% 3口 ％ 16.096冂8.1％ ﾜ.ﾜ％ 1.396 100 ％.

薯

1年 前の

構成比
0.7％ 2.696

1.596

11.996 9.696 29.396 16.996 18.896 8.296 ZO ％ 100 ％

5年 前の

構成比
0.8% ﾜ.9％ 6.9% 18.996 22.9％ 20.396 18.5% 2.3% 100 ％

給与 蘂ｲ列に基づ ＜給料表 の級区分 による 職員数で す。標準的な 職務内 容とは 、それぞ れの

箍に 該当 する 代表的な職名 です。

区　　　分 合　計 一般行政職 技能労務職

13年度

職員数　　　　　　　　（Ａ） 2,10ﾜ人 頌42 人 465 人
普 通 昇 給 期 間 （12 ～2 ∠F月 ） を 短

縮 し て 昇 給 し た 職 員 数　 （Ｂ） 60人 29人 31人

比率　　　　 （Ｂ）／（Ａ） 2.896 1.896 6.ﾜ％

12年度

職員数　　　　　　　　（Ａ） 2,129人 叩3ﾜ 人 492 人

普 通昇 給 期 間 （12 ～24 月 ） を 短

縮 し て 昇 給 し た 職 員 数　 （Ｂ）
63人 31人 32人

比率　　　　 （Ｂ）／（Ａ） 3.0％ 1.996 6.596

【】職員手当の状況( 平成14 年4月１日現在)

区分 松　戸　市 国

扶養

手
当

配 偶 者　　　　　　　　　　　　16,000 円

配 偶 者 以 外 の 扶 養 親 族

1人 目

配 偶 者 が 扶 養 親 族　　　　6,000 円

配 偶 者 が 扶 養 親 族 で な い　6,500 円

配 偶 者 がな い　　　　　　11,000 円

2人 目　　　　　　　　　　　6,000 円

3人 目 ～　　　　　　　　　　3,000 円

16 歳 ～22 歳 の 子 １人 に つ

き 加 算 する 額　　　　　　　　5,000 円

配 偶 者　　　　　　　　　　　　16,000 円

配 偶 者 以 夕卜の 扶 養 親 族

1人 目

配 偶者 が 扶 養 親 族　　　　6,000 円

配 偶者 が 扶 養 親 族 でな い　6,500 円

配 偶者 が な い　　　　　　11,000 円

2 人 目　　　　　　　　　　　6,000 円

3 人 目 ～　　　　　　　　　　3,000 円

16 歳 ～22 歳 の 子 １ 人 に つ

き 加 算 する 額　　　　　　　5,000 円

住居

手
当

借 家･ 借 間 居住 者（家 賃8,500 円 を 超 え る

場 合 に 限 る ） … 家 賃 の 額 に 応 じ て

2ﾜ,000 円 を 限 度 に 支 給

持 家 居 住 者　　　　　　　　　　9,400 円

借 家 引 昔間 居 住 者 （家 賃12,000 円 を 超 え

る 場 合 に限 る ） …家 賃 の 額 に 応 じ て

2ﾜ,000 円 を 限 度 に 支 給

持 家 居 住者

新 築 ・購 入 後5 年 間　　　　　2,500 円

そ の 他 の 者　　　　　　　　　1,000 円

通勤

手
当

電 車 ・バ スを 利 用 す る 場 合 …定 期 代 等

45,000 円 ま で は 全 額 支 給 、そ れ を 超 え る

部 分 は 半 額 支 給(5,000 円を 限 度 ）

自 動 車 等 を 使 用 する 場 合 … 使 用 距 離 等 に

応 冂 で4 R00 円 ～45.100 円 安古 給

電 車 ・ バ ス を 利 用 する 場 合 … 定 期 代 等

45,000 円 ま では 全 額 支 給 、そ れ を 超 え る

部 分 は 半額 支 給(5,000 円 を 限 度 ）

自 動 車 等を 使 用 する 場 合 … 使 用 距 離 等 に

応 に て?000 円 ～?0.900 円 を 古 鈩

区分 松 戸 市 国

期末

手
当

勤勉

手
当　

(13 年 度 支 給 割 合)

期 末 手 当　　 勤 勉 手 当

(13 年 度 支 給 割 合)

期 末 手 当　　 勤 勉手 当

６月期　　145 月分　　　06 月分 ６月期　　1 ∠L5月分　　　06 月分

12月期　　　怙5 月分　　0.55 月分 12月期　　　1.55月分　　0.55 月分

3月期　　0.55 月分 3月期　　0.55 月分

計　　　　3.55月分　　1.巧月分 計　　　　3.55月分　　1.巧月分

職制上の段階､ 職務の 級等による力[]算措圈 …莉 職制上の隍 階､ 職 務の菽等による 加算措田 …罸

支 給 率 （14 年 度 ）

自 己 都合　 勧 奨 ・定 年

支 給 率 （14 年 度 ）叩 に 匸 ⊇ ‾⊇ ∇ ⊇

退職

手
当

勤続20年　　 ２１０月分　34.65 月分 勤続20 年　　21.0 月分28.8ﾜ5 月分

勤続25年　　33.ﾜ5月分　∠14.55月分 勤続25 年　　33.ﾜ5月分　44.55 月分

勤続35年　　4ﾜ.5 月分　　62.ﾜ月分 勤続35 年　　4ﾜ.5 月分　　62.ﾜ月分

最高限度額　　60.0 月分　　62.ﾜ月分 最高限度額　　60.0 月分　　62.ﾜ月分

その他の力[]算措置 その他の力[]算措置
定年 前早 期退 職特 例措 置(2 ％～20 ％加 算) 定 年前早 期退 職特 例措 置(2 ％～20% 加 算)

退職時特別昇給 退職時特別昇給

勤続20 年以上　1号俸または2号俸 1号俸

１人当たり平均支給額（13 年度）
自 己 都 合　 勧 奨 ・定 年

2,490 千 円　23,6ﾜ ∠L千 円

自己 都合退職 の最高限 度額につ いては 、∠L5年間 勤続し た 率です。

調 整 手 当

(14 年4 月１日

現 在)

支給対象地域 全地域

支給率 10％

支給対象職員数 3,2行人

国の制度（支給率） 3％

支給対象職員1人当たり平均支給年額（13 年度決算） 44ﾜ,ﾜ16 円

時間外勤務手当

13年度
支給総額 ｢ｱ9∠1,903千円

職員1人当たり支給年額 304 千円

12年度
支給総額 839,001 千円

職員1人当たり支給年額 ３巧千円

ｎ 特別職の報酬等 の状況 （平成14 年11 月1 日現在）

区　分 報酬等月額 期末手当

市　長

助　役

収入役

99ﾜ,500 円

81ﾜ,000 円

722,000 円

(13年度支給割合)

6月期　2.05月分
12月期　2.10月分
3月期　0.55月分
計　　4.ﾜO月分

議　長

副議長

議　員

720,000 円

660,000 円

590,000 円

市長 、助役および 収 入役 の報酬 等月額は 、5％減額 後の額で す。

区　分 職　員　数 対前年増減数

大部門 中部門 平成12年 平成畑年 平成膕年 平成抱年 平成13年 平成糒年

一般行政

議会

総務・企画
税務

民生

衛生

労働

農林水産

商工

土木

21
∠Lﾜ9

巧0

ﾜ55

322

2

18

23

338

21
4ﾜ9

150

731

319

2

19

26

338

21
4ﾜ5

152

ﾜ24

3 猖

1

19

25

340

０

△２∠Ｆ

△ ５

△　５

△２１
０

△　１
０

２

０
０

０

△２４

△　３
０

１

３

０

０

△　４

２

△　ワ

△　４

△　１
０

△　１
２

小計 2,108 2,085 2,0ﾜ2 △54 △23 △13

特別行政

教育

消防

6ﾜ4
引１

662
引０

6引
引０

１６

１

△１２

△　１

△１１

０

小計 1,185 1,172 1,161 1ワ △13 △１１

普通会計計 3,293 3,25ﾜ 3,233 △3ﾜ △36 △24

公営企業

等会計

病院

水道
下水道

その他

933

29

102

6∠↓

936

29

9ﾜ

85

921

29

91

85

稀
０

△　４
５

３
０

△　５
２１

△１５
０

△　６
０

小計 1,128 1,14ﾜ 1,126 △13 19 △21

総　含　計 44 冫１ 4 ∠Ln∠1 ４ｑＲ９ △Sn △1 ワ △4R

職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する休識者、派遣職員等
を含み、臨時または非常勤職員を除いています( 教育部門の人数仁は、教育長が含まれて

います)。

●職員数の増減状況

大部門 中部門 増員数 減員数 差　引 主な増減理由

一般行政

議会

総務・企画

税務

民生

衛生
労働

農林水産

商工

土木

０

４
２

１８

１２

０

０

０
１２

０

△ ８
０

△２５

△１６

△　１

０

△　１

△１０

０

△　４
２

△ ワ

△　４
△　１

０

△　１
２

業務の増、部門間の組み替え等

業務の増
業務の増、業務の見直し等

業務の増、業務の見直し等

業務の見直し

欠員不補充

業務の増、業務の見直し等

特別行政
教育

消防

５
０

△１６
０

△11

0

業務の増、学校調理員業務の見直し等

公営企業

等会計

病院

水道

下水道

羊の柚

０

０

０

不

△巧
０

△ ６
△冫R

△巧

0

△6
∩

業務の見直し等、欠員不補充

業務の見直し等

松戸市の職員給与等
を公表します

人件費の状況(普通会計決算)

一般職員給与費の状況（普通会計当初予算）

職目の平均給料月騷､平均給与月額および平均年齢の状況(平成14 年4 月１日現在)

昇 給期間短縮の状況

【】定員の状況( 平成14 年４月1日現在)
・部門別職員数の状況

特 殊 勤 務 手

当(13 年 度)

区　　　分 全　職　穡

職員全体に占める手当支給職員の割合 40.696

支給対象職員1人当たり平均支給年額 54,3ﾜ6円

手当の種類（手当数） 24種類

代 表 的 な 手 当 の 名 称

支 給 総 額 の 多 い 手

当

特 殊 現 場 勤 務 手 当 、し 尿 ・ご み 等 収

集 処 理 手 当 、救 急 出 勤 手 当 、保 育 手

当 、 税 務 手 当

多 く の 職 員 に 支 給

さ れ て いる 手 当

特 殊 現 場 勤 務 手 当 、危 険 作 業 手 当 、

火 災 出 動 手 当 、保 育 手 当 、税 務 手 当
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容

稍
の
イ

メ

ー
ジ
ア
ッ
プ
戦
略
　

定
員
先
着
六

十
人
　

蓉
用

無
料

圃
電
話

で
地
域
貢

献
大
学
事
務
局

（
太

陽
（

ウ
ス
内
）
登
ｍ

・
1
1
1

2
へ

［

］
常

盤

平

老

人

福

祉

セ

ン

タ

ー

ク

ラ

ブ

活

動

会

員

を

募

集

毎
月

第

丁

三
金
曜
日
午
前
1
0

時
～
午
後
３
時

会
場
常
盤
平
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
内
容
手
芸
（
フ

ラ
ン
ス
刺
繍
）
　

対
象
市
内
在

住

で
六
卜
歳
以
上
の
人
　

募

集
人
数

先
着
五
人
　

蓄
兩

無
料

匝
電
話
で
常
盤
平
老
人
福
祉
セ
ン

タ
１

昔
3
8
6
・
0
2
0
1

へ

［

］
平

成
1
5
年

度

松

戸

市

施

設

管

理

公

社

職

員

採

用

試

験

職

種
公

共

施

設

の
受

付

業
務

等

受

験

資

格
昭

和
1
7
年

４
月

１

日

～

昭
和
2
0
年

３

月
3
1
日

に

生

ま

れ

た

健

康

な

人

で

、

市
内

在

住

・
在

勤

の

人
　

採

用

人

数
二

十

人

程

度

受

付
期

間

１９
一
月

５
日

米
～

１

月
1
5

口

則

午

前

９

時

～

午

後

４

時

子

・
日

曜

日

、

祝

日

、
1
2
月

３

日

出

～

１

月

５

日

㈲
を

除

ぐ

）

一

事

前

に

必

ず

お

問

合

せ

を

悪

心
松

戸

市

施

設

管

理

公

社

登
3
6
6

・
７

９
Ｊｎ
ｊ
Ｏ

［

］
健

康

生

活

リ

ハ

ビ

リ

教

室

毎

週

水

曜

日

ま

た

は
木

曜

日

の

午

後

２

時

～

３

時
3
0
分
　

会

場

中

央

保

健

福

祉

セ

ン

タ

ー
　

内

容

身

の

回

り

の
動

作

の
練

習

・
健

康

相

談

・
レ

ク
リ

エ

ー

シ

ョ

ン
等

（
理

学

療

法

士

・
保

健

師
等

が
助

言

）

対

象

市

内

在

住

の

四

十

歳

以

上

で

脳

卒

中

後

遺

症

な

ど

に
よ

る

障
害

の

あ

る

人

（
介

護

保

険

の

デ
イ

サ

ー
ビ

ス

ー
デ
イ

ケ

ア

・

訪
問

リ
（

ビ

リ

の
利

用

者

を

除

ぐ

）
　

期

間

参

加

開

始

か

ら

お

お
む

ね

一

年

間

春
乕

無

料

※
そ

の
他

リ
（

ビ

リ

に

つ

い
て

の

相

談

も
受

け
付

け

て

い
ま

す

。

團
保

健

福

祉

課

保

健

係

昔
3
6
6・
７

【
】
水

道

週

間

ポ

ス

タ

ー

・

標

語

コ

ン

ク

ー

ル

作

品

を

募

集

テ
ー

マ
「
水

の
大

切

さ
」
「
水

の

有
効

利

用

」

を
呼

び

か

け

る

も

の

規

格
ポ

ス

タ

ー

＝

Ｂ
３

判

（
三

十

六

惣

×
五

士

幵

）

の

絵
画

等

で

テ

ー

マ

に
関

連
し

た
標

語

を
入

れ

た

も

の

、
標

語

＝
官

製
（

ガ
キ

に

縦

書

き

で

。
枚

に

一
占
匹
（
団

体

で

応

募

の
場

合

は
応

募
票

に

よ

る

提

出

も

可

）
　

応

募

資

格
県

内

在

住

・
在

学

の
人
　

賞

入

賞

者

に

賞

状

（
入

選
者

は
平

成
1
5
年

５
月
2
5
日

号

の
「
県

水

だ
よ

り
」

で

発

表

）

※
応

募

作
品

に

学

校

名

・
学

年

・

学

級

・
氏

名

（
ふ

り

が
な

）
、

個

人

応

募

者

は

他

に

住

所

・
電

話
番

号

を

記

入

。

学

校

・

グ
ル

ー
プ

単

位

で

応

募

の
場

合

は
応

募

者

名

簿

（
応

募

者

個

人

の
住

所

等

の
記

載

は

不

要

）

を

添

付

※
作

品

は
未

発
表

の

も

の

と

し

、

返

却

は

し

ま

せ

ん
。

匣

１
月
3
1
口
‥
窗

ま

で

に

、

干
2
6
0
－

8
6
5
0

千

葉
市

甲

夾
区

長

洲

一

の

九

の

一
　

千

葉

県

水

道

局

管

理

部

総
務

広
報

課

「
広

報

災

害

班

」

（
｛
‥一
0
4
3
・
2
2
3・
4
5
0
0

｝
　へ

［

］
介

護

予

防

教

室

「

転

倒

・

骨

折

予

防

教

室

」

1
2月
1
8
日

水
午

後

２

時

～

３

時

3
0分

会

場

大

倉

記

念

病

院

講

師

理

学

療

法

士
　

定

員

先
着

三

十

人
　

務
乕

無

料

※

動

き

や
す

い
服

装

で

圃
1
2
月
1
6
日

囲
ま

で

に

、
電

話

ま

た

は

フ

ァ

ク

ス
で

小

金

地

区

在

宅

介

護

支

援

セ

ン

タ

ー

・
三

浦
a
3
4
1

・
ρ
り
７

１

１

囲
3
0
9・
９
Ｊ
０

１

０

へ

［

］
こ

こ

ろ

の

家

族

相

談

室

1
2月
2
1
日

出
午

前
1
0
時
～

午

後

３

時

会

場

健

康

福

祉

会

館

余

れ

あ

い

邑
　

内

容

松

戸

市

精

神

障

害

者

家

族

会

土

曜

会

会

員

に

よ

る

相

談
（
秘

密

厳

守
）
　
対

象

「
こ

こ

ろ

の
病

」

の
人

を

抱
え

る

家

族

呑
爾

班

料

※
同

日

・
同

時
問

に
電

話

で

の

相

［

］
明

る

い

選

挙

習

字

作

品

を

募

集内

容
明

る

い
選

挙

お

よ

び
明

る

い
社

会

を

表

現

す

る
内

容

で

自

作

の
も

の

こ

人

一

点

）
、
作

品

の
左

端

に
学

校

名

・
学
年

・
氏

名

を

記

入

応

蔓

質
殞

巾
内
在

住

の
小

・

中

・
高

校

生

規

格
画

仙

紙

（
縦

八

十

三

靆

×
横

二

十

丁

五

惣
）

※
応

蔘

怦
品
は

お
返

し

し
ま

せ

ん

。

※
入

選

作

品

は

２

月

６

日

水

～
1
2

日

水
午
前
1
0
時
～

午

後
６

時
（
最

終

日

は

午

後

３

時

ま

で

）
、
ア

ー

ト

ス

ポ

ッ
ト

ま

つ
ど

（
伊

勢

丹

松

戸

店

新

館

九

階

）
　で

展

示

匣

１
月
1
0
日

原

ま

で

に

、

市
内

通

学

者

は
各

学

校

、
市

外

通

学

者

は

直

接

選

挙
管

理
委

員

会

へ

固
市

選

挙

管

理

委

員

会

事

務

局

昔

3
6
6
・
7
3
8
6

［

］
平

成
1
5
年

度

市

立

保

育

所

給

食

材

料

供

給

者

を

募

集

説
明

会

１

月
1
5
日

伽

・
1
6
日

本

奈
詳

細

は
1
2
月
2
0
日

窗

ま

で

に

お

問

い
合

わ

せ

く

だ

さ

い

。

固
保

育

課

管

理

係

昔
3
6
6・
7
3
5

1

談

も
受

け
付

け

（
こ

こ

ろ

の

家

族

相
談

室
直

通

昔
3
8
3・
５

５

５

１

）
。

※
毎

月

第

三

土

曜

日

に
相

談

を
受

け
付

け

ま

す

。

固
土

曜

会

・
武

井

昔
3
6
2・
８

２

１

［

］
健

康

づ

く

り

講

座

「

ミ

ニ

食

生

活

講

座

」

①
１

月
2
3
日

困

②

１
月
3
0
日

米

各

午
前
1
0
時

～

午

後

１

時
　

会
場

小

金

保

健

福

祉

セ

ン

タ

ー
　

内

容

①

講
話

「
健

康

と

食

生
活

～

私

の

適

量

と

は
？

」

実

習

「
子

ど

も

が

喜

ぶ

野
菜

料

理

」

②
講

話

「
子

ど

も

の
頃

か
ら

生

活

習

慣

病

を
予

防

し

よ

う
」
実

習
「
子

ど
も

が
喜

ぶ
魚

料

理

」
　

対

象
四

歳

か

ら

小

学

一

上

二
年

生

の
子

ど

も

を

持

つ

保

護

者

で

初

め

て

本

講
座

を
受

け

る

人

「

」
パ

ー

ト

保

健

師

を

募

集

業

務

内
容

健
診

・
相

談

業

務

、

家

庭

訪

問

等

対

象

保
健

師

有

資

格

者
奈
市

内

の
医

療

機

関

に

勤

務

し

て

い
る

人

は

ご

遠

慮

ぐ

だ

さ

い
。

固
保

健

福

祉
課

保

健

係

容
3
6
6・
７

［

］
県

税

の

休

日

収

納

窓

口

を

開

設1
2月
1
5
日

㈲

午
前

９

時

～

午

後

５

時

会

場

各
支

庁

税

務

課

・
各

県

税

事

務

所

・
自

動

車

税

事

務

所

（
支

所

を

除

ぐ

）
　
内

容

目
動

車
税

等

の
県

税

の

収

納

・
納

税

相

談

圜
東

葛

飾

支

庁

税

務

課

登
3
6
1・
２

【

】
県

立

東

葛

飾

高

校

成

人

特

別

入

学

者

選

抜

願

書

堂
付

１

月
2
7
日

囲

・
2
8
日

㈹

検

薈
豆

２

月

３

日

囲

対

象

平

底
1
5
年

３
月
3
1
日

に

満
一
千

歳

に

達

し

て

い
る

人
　

検

査

科
り

作

文

と
面

接

茴
東

葛

飾

高

校

合
0
4
・
７

１

４

３

・
4
2
7
1

定

員

无

着
三

十

人
　

曹
用

無

料

匝

電

話

で
小

金

保

健

福

祉

セ

ン

タ

１

登
3
4
6・
5
6
0
1

へ

［

］
愛

の

献

血

稔

台

連

合

町

会

1
2月

７

日

出

午

前

９

時
3
0
分

～

Ｈ

時
4
5
分

、

午

後

１

時

～

４

時

会

場

稔

台
市

民

セ

ン

タ

ー

献

血

推

進

協

議

会

①
1
2
月
2
0
日

吻

・
2
5
日

水

・
3
0

囗

丱

午

前
1
0
時

～

‥
1
1
1
1

時
4
5
分

、

午

後

１

時

～

４

時

会

場

伊

勢

丹

松

戸

疸

圍

②
1
2
月
2
7
日

吻
午

前
1
0
時

～
一
1
1
1
1

時
4
5
分

、

午

後

１

時

～

４

時

会

場

ダ
イ

エ

ー
新

松

戸

疸

朋

③
1
2
月
2
8
日

出
午

前
1
0
時

～

１１一

時
4
5
分

、

午

後

１

時

～

４

時

会

場

西

友

常

盤

平

店

前

陞
保

健

福

祉

課

昔
3
6
6・
7
4
8
7

［

］
県

立

千

葉

盲

学

校

マ

ッ

サ

ー

ジ

・

は

り

・

き

ゅ

う

課

程

入

学

相

談

対

象

視

覚

障

害

が
あ

り

、

中

学

校

・
高

等

学

校

卒

業

以

上

の

人

相

腮
μ

母
週

水

曜

日

午

前
1
0
時

～

正

午

会
場

県

立
千

葉

盲

学
校
（
四

街

道

市

）

匣
電

話

ま

た

は

フ

ァ

ク

ス

で

県

立

千

茱

」日
学

校

理

療

科

教

育

相

談

係

登
帽

・
四Ｅ一
・

〇
２

３

１

隰
0
4
3・
4
2
4

・
4
5
9
2

へ

【
】
放

送

大

学

学

生

を

募

集

募

篳

①

全
科

履

修

生

（
卒

業

を

目

指

す

学

生

）
②
選

科
履

修

生

二

年

間

在

学

す

る
学

生
）

②
科

目
履

修

生

『

｀
学

期

（
六
ヵ

月
）

在

学

す

る
学

生

〕
　

出

願

期
間
1
2
月
1
5

日

収
～

２

月
2
8
日

原

対

象

①
十

八

歳

以

上

②
面

千

五

歳
以

上

の

人

※
詳

細

は
お

問

い
合

わ
せ

く

だ

さ

い

（
資

料

請

求

フ
リ

ー

ダ
イ

ヤ

ル

函
Ｏ

１

２

０

・
８

６

４

・
６

０

０

）
。

固
放

送
大

堂

東
京

足

立

学

習

セ

ン

タ
１

公
0
3
・
５

２

４

４

・
２

７

６

健
　
康

お
知
ら
せ

情報
講
座
・
講
演



［
］
自

宅

の

耐

震

相

談

1
2月
!
7日

次
午
前
1
0時
～
午
後

４

時

会

場
ハ

ケ
崎
市

民
セ
ン
タ

１
　

内
容
木
造
在

来
工

法
住
宅
の

簡
易

耐
震
診
断
相
談
　

務
苗
嶌

料

※
自
宅
の
平
面
図
（
間
取
り
図
）
を

必
ず

ご
持
参
く
だ

さ
い
。

圃
電
話
で
建
築
指
導
課
構
造
設
備

係

公
3
6
6
・
7
3
6
8

へ

［
］
常

盤

平

老

人

福

祉

セ

ン

タ

ー

年

忘

れ

演

芸

大

会

1
2月

７
日
出
午
前
1
0時
～
午
後

４

時

会

場
常
盤
平

市
民
セ
ン
タ

ー
　

内
容
カ
ラ
オ
ケ
・
舞
踊

・
詩

吟

・
民
謡
な
ど
　

苣

用
無
料

固
常
盤
平

老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー

容

3
8
6
・
0
2
0
1

［

］
障

害

児

と

と

も

に

楽

し

む

ク

リ

ス

マ

ス

1
2月
2
1
日

出

午

後

１

時

開

演

会

場

稔

台

巾

民

セ

ン

タ

ー
　

費

用

障

害

児

者

無

料

、

そ

の
他

五

百

円

（
ヶ

Ｉ

キ

、

飲

み

物

代

を

含

む

）

※

プ
レ

ゼ
ン

上

父
換

を
す

る

の
で

。

一
人

三

百

円

程

度

の
品

を

用

意

固

障

害

者

問

題

研

究

会

松

戸

サ

・
Ｉ‘

ク

ル

・
近

藤

容
3
8
7・
1
6
6
7

野

田

市

【
】
人

権

週

間

記

念

講

演

会

1
2月
1
0日

火
午
後
１
時
3
0分
開

演

会
場
野
田
市
文
化
会
館

講

師
山
田

洋
次

氏
（
映
画

監
督
）

演
題

「
寅

さ
ん
を
作
り

続
け

て
」

査

申
人
場
無
料

題
野
田
市
人

権
施
策
推
進
課

昔
叫

・
７
１
２
５

・
1
1
1
1

【

】
再

生

自

転

車

を

販

売

1
2月

７

日

出

～

９

日

丱
午

前
1
0

時

～

午

後

３

時

命
場

生

き

が

い

福

祉

セ

ン

タ

ー
　

販

売

台

罧

二
十

台

（
売

り

切

れ
次

第

終

了

）
　

価

格
五

千

～

九
千

円
（
消

費

税

込

み

、

防

犯

登

録

付

き

）
　

交

通

五

香

駅

東

口

か

ら

新

京

成

バ

ス
乗

車

、「
新

栄
町

入

口

」

下

車

圜
肚
松

戸

市

シ
ル

バ

ー
人

材

セ

ン

タ

１
ａ

捌

・
3
1
9
1

【

】
福

祉

の

し

ご

と

就

職

フ

ェ

ア

’ｍ

ち

ば

1
2月
1
4
日

山
午

後

Ｏ

時
3
0
分

～

３

時
3
0
分
　

会

場

幕

張

メ

ッ
セ

国

際

会

議

場

・
内

容

各

施
設

の
職

員

に

よ

る

個

別

相

談

等
　

対

象

福

祉

施

設

等

に

就

職

を

希

望

す

る
人

匣
当

日

会

場

で

固
千

葉

県

福

祉

人

材

・
研

修

セ

ン

タ

１

一`
0
4
3
・
2
4
8・
1
2
9
4

［

］
松

戸

市

民

吹

奏

楽

団

定

期

演

奏

会

1
2月
2
2
日

囲

午

後

２

時

～

４

時

3
0分

会

場

森

の

ホ

ー
ル
2
1
　
内

容

パ

ル

ー
ミ

ー
チ

エ
　（

ゴ

ス

ペ

ル

コ

ー
ラ

ス

）

共

演

で

曲

目

「

ミ

シ

シ

ッ

ピ
組

曲
」

他
　

費

用

無

料

圖
松

戸

市

民

吹

奏

楽

団

・
鈴

木

登

3
1
1
・
0
0
4
5

（
夜

間

の
み

）

鎌

ケ

谷

市

［

］
ク

リ

ス

マ

ス

イ

ベ

ン

ト

1
2月
2
3日

㈲
午
前
Ｈ
時
か
ら

会
場
東
武
鎌

ケ
谷
駅
前

広
場

内

容

音
楽
祭
や
日
本
（

ム
フ
ァ
イ
タ

ー
ズ
選
手
に

よ
る
サ
イ
ン
会
な
ど

圜
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｋ

Ａ
Ｏ

の
会

苣

匹

・
拐
・
6
1
1
1

我

孫

子

市

【

】
冬

休

み

劇

場

1
2月
2
2日

㈲
午

後
２
時
開
演

会
場
我
孫
子
市
民
会
館

内

容
オ

ペ
ラ
シ

ア
タ
ー
こ

ん
に

ゃ
く
座
の

「
森
は
生
き

て
い
る
」
　
苣

朋

卞
円

団
我
孫
子
市

教
容

委
員
会

文
化
課

登
0
4・
７
１
８
５

・
1
1
5
1

［

］
カ

ロ

ー

リ

ン

グ

1
2月

Ｈ
日

出

午
前
1
0
時

～
正

午

命
瑁

健

康

福

祉

会

館

（
ふ

れ

あ

い

2
2）
　

内

容

リ
（

ビ

リ
を

兼

ね

て

室

内

で

行

う

カ

ー

リ

ン

グ
に

似

た

レ

ク
リ

エ

ー

シ

ョ

ン
　

対

象

障

害

者

手

帳

を

持

っ

て

い
る

人

お

よ

び

そ

れ

に
準

ず
る
人
　

巷
甬

無
料

阿
電

話

ま

た

は

フ

ァ

ク

ス

に

氏

名

・
電

話

（
フ

ァ

ク

ス

）
番

号

を

記

入

し

て

、

健
康

福

祉

会

館

障

害

者

福

祉

セ

ン

タ
１
｛
一一
3
8
3
・
7
1
1
1

隰
3
8
3・
7
8
1
0

へ

「

」
現

代

ア

ー

ト

展

1
2月
2
7
日

糜

ま

で

（
1
2
月

６

日

糜

・
2
0
日

蚩

を

除
ぐ

）
　

命
場

い

ろ

イ

ロ

は

だ

け

（
上

本

郷

駅

下

車

徒

歩

一
分

）
　

曹
用

無

料

ワ

ー

ク

シ

ョ

ッ

プ

1
2月
2
3
日

㈲

午
後

２

時

～

５

時

ア

ー

テ

ィ

ス

ト
加

腰
力

氏

定

員

先

着

十

人
　

杤
鬧

二

千

円

圉
電

話
で

田

中

昔
3
6
4
・
1
9
4
7

へ

［

］
と

も

し

び

読

書

会

1
2月
1
9
日

印

午
前
1
0
時

～
正

午

侖
瑁
女

性

セ

ン

タ

ー

ゆ
う

ま

つ

ど

テ

キ

ス

ト

「
理

由

」

宮

部

み

ゆ

き

著

春
用

三

百

円

圉
電

話

で

平

尾

容
3
4
2・
3
3
8
1

へ

（
夜

間

の
み

）

柏

市

［

］
佐

渡

裕

＆

シ

エ

ナ

ー
ウ

ィ

ン

ド

ー
オ

ー

ケ

ス

ト

ラ

1
2月
1
2
日

米

午
後

６

時
3
0
分

開

演

会

場

柏

市

民

文

化

会

館

費

用

六

千

円

ほ

か

※
未

就

学

児

は

杢

用

固
柏

市

文

化

課

容
0
4
・
７

１

６

７

・
１

４４
‘０
ぴｔ
哇

【

】
肉

筆

浮

世

絵

名

品

展

1
2月

６

日

原
～
1
0
日

㈹

午

前
1
0

時

～

午

後

７
時

会

堋
市
民

ギ

ャ

ラ

リ

ー
（
柏

咼
鳥

屋

ス

テ

ー
シ

ョ

ン

モ

ー
ル

）
　

内

容

江

戸

時

代

初

期

～

明

治

時

代

初

期
　

費
用
一
一
百

円

固
柏

市

文

化

課

昔
0
4
・
７

１

６

７

・
１

４

０
″４

「

」
ク

リ

ス

マ

ス

フ

ァ

ミ

リ

ー

ジ

ャ

ズ

コ

ン

サ

ー

ト

1
2月
2
0
日

蚩

①

午

前

１１‥一
時

～
正

午

窗

午
後

１

時
3
0
分

～

３

時

会

場

肯
少

年

会

館

内

容

①
乳

幼

児

か
ら

楽

し

め

る

ソ

ロ

ジ

ャ

ズ

コ

ン

サ

ー
ト

奇

十
ど

も

か

ら

大

人

ま

で

楽

し

め

る

フ

ァ

ミ

リ

ー

ジ

ャ

ズ

コ

ン

サ

ー

ト
　

定

員

①
親

子

先

着

二

十

組
　

費

用

①
天

人

千

円

、
子

ど

も

七

百

円

（
親
子

券

千

五
百

円
）

②
天

人

千

五
百

円

、
子

ど

も

千
円

圓
松

戸
子

ど

も

劇

場

・
青

木

登
3
8
6

・
９

１
ｒａ
ｔｌ

［

］
朗

読

を

き

く

か

い

1
2月

い１１
皿
日

水

午

前
!
0
時

～
1
1
1
1
時

3
0
分

会

場

甓

康

福

祉

会

館

余

れ

あ

い

９９
一
）
　

内

容

松

戸

朗

読

奉

仕

会

会

員

に

よ

る

朗

読

「
（

五

日
物

語

）

田

辺

聖

子

著

よ

り

ほ

か
　

対

象

障

害

者

手

帳

を

持

っ

て

い

る

人

お

よ

び

そ

れ

に

準

ず

る

人

行

き

添

い

の

人

と

一

緒

の

参

加

を

可

）

茖
乕

無

料

圖

健

康

福

祉

会

館

障

害

者

福

祉

セ

ン

タ

１

昔
3
8
3・
7
1
1
1

幽
3
8
3・

［

］
松

戸

市

在

住

千

葉

県

美

術

展

入

選

者

展

1
2月

８

日

㈲
～
2
2
日

賄
午

前
1
0

時

～

午

後

６

時

（
９９一
日

は
午

後

４

時

ま

で

）
　

会

場

ア

ー

ト

ス

ポ
ッ

ト

ま

つ

ど

（
伊

勢

丹

松

戸

店

新

館

九

階

）
　

内

容

第
5
4
回

千

葉

県

美

術

展

覧

会

に

人

選

し

た

市

内
在

住

者

の
洋

白

・
口

本

画

・
彫

刻

∴
上

芸

・
書

道

の

作

品

展
　

器
用

無

料

腮
社

会

教

育

課

市

民

文

化

係

昔
3
6
6

・
７

４
ａ
ｕ
ｏ
乙

【

】
絵

画

サ

ー

ク

ル

「

ラ

デ

ィ

カ

ル

」
1
0
周

年

記

念

展

覧

会

1
2月
1
0
日

天

～
1
5
日

㈲
午

前
1
0

時

～

午

後

６

時

（
初

日

午

後

１

時

か

ら

、

最

終

日

午

後

４

時

ま

で
）

龠
瑁

爻

化

ホ

ー
ル
　

杤
兩

無

料

固
絵

画

サ

ー

ク
ル
「

ラ

デ
ィ

カ

ル

」

・
横

尾

昔
3
6
1・
0
7
3
1

［

］
借

地

借

家

の

無

料

相

談

1
2月

Ｂ

日

次
午

後

１

時
～

４

時

会

褥
勤

労

会

館

崇
契

約

書

等

が
あ

れ

ば

ご
持

参

を

固
松

戸

借

地

借

家

人

組

合

・
外

谷

讐
3
4
5・
3
5
4
8

［

］
冬

だ

踊

ろ

う

レ

ク

ダ

ン

ス

1
2月

Ｈ

口

出

午

後

２
時

～

４

時

会

場

馬

橋

東

市

民

セ

ン

タ

ー
　

定

員

先
着

三

十

人
　

春
乕

五

百

円

圃
電

話

で

松

戸

レ

ク

リ

ェ

ー

シ

ョ

ン

協
疂

・
伊

藤

登
3
4
2・
7
4
1
9

へ
「

」
房

総

ロ

ン

グ

ハ

イ

キ

ン

グ

ー
月
2
5
日

比
～
2
6
日

㈱

〔
一

泊

一

ば

〕
　

行

き

先

花

嫁
街

道

～

県

民

の

森

土

咼
鶴

山

な

ど
　

定

蕀

无

着

二

十

人
　

費

用

一

万

二

千

円

圃
電

話

ま

た

は

フ

ァ

ク

ス

で
松

戸

山

の
会

・
桑

原
a
3
4
2・
1
4
0
0

囲
3
4
2・
5
3
4
5

へ

「

」
千

葉

県

勤

労

者

山

岳

連

盟

・

登

山

学

校

期

間
1
5
年

４

月

～
1
6
年

１
月

定

輳

先
着
一
干

人

蓉
用

四

万

二

千

円

牟

間

）

説
明

会

＝
1
2
月

７

日

出
午

後

１

時

～

３

時

会

場

女
性

セ

ン

タ

ー

ゆ
う

ま

つ

ど
　

菅

田
無
料

《松戸では８時になったらおはなしタイム》

期日 会　場 時　問 プログラム ．

12/5&) 小金市民センターi午後3時～4時 アニメーション・人形劇①

11 ㈲ 図書館本館 午後3時30分～∠↓偐 絵本①・紙芝居

12困 明市民センター 午後3贍～4[持 アニメーション・人形劇①

13 ㈲ 松飛台市民センター 午後3聘～4畤 アニメーション・人形劇①

18 ㈲ 図書館小金分館 午後3時～3時30 分 絵本①・紙芝居

19困 矢切公民館 午後3時～4時 アニメーション・人形劇①

20廊 馬榲市民センター 午後3時～4時 アニメーション・人形劇①

21圉 青少年会館 午前10 時～正午

お は な し ひ ろ ば　 ボ ラ ン テ

ィ ア 人 形 劇 は 午 前11 時 ～

祠 時30 分

25團 図書館本館 午後3時30 分～叫時 絵本①・紙芝居

26困 五香市民センター 午後3時～八時 アニメーション・人形劇①

1/ 8 ㈲ 図書館本館 午後3時30 分～八時 絵本②・人形劇②

15團

青少年会館樋野口
分館

午前10時40分～10
時55分

絵本見せ語り

図書館小金分館 午後3時～3時30 分 絵本②・人形劇②

18出 青少年会館 午前10 眄～正午

ぉ はなし ひろ ば　 半ヤラ バン

公演は 午前10 時30 分～11 時

30 分

アニ メーシ ョン ・人 形劇 ②

22團 図 書 館 本 館 午 後3 時30 分 ～4 時 絵 本 ② ・人 形 劇 ②

ア ニメーショ ン「はろる ど　 剥 まう の　く に へ」、人形劇 ①［フレ デリック と

金のりんご ］、絵本① 「＜まのコ ールテンく ん」、紙芝 居「はら ぺこ ガ ズラ ー」

絵本②「かさこじ ぞう 」、人形 劇②丁 いな かの ねずみと まちの ねずみ」

※対象3 ～9 罐＜らい　 費用無 料

※図書館利 用カ ードをお持ち になれば 、本 が借 りられ ます。

※靴を入 れる ビニ ール袋持参 にご 協力 ＜ださい 。

匱 市立図 書館S365 ―引 猖

【
】
体

験

会

「

世

代

を

越

え

て

楽

し

む

多

言

語

」

1
2月
1
4
日

出
午

後

２

時

～

４
時

会

場
森

の

ホ

ー
ル
2
1
　
内

容

こ

の

夏

、

韓

国

な

ど

ヘ

ホ

ー

ム

ス

テ
イ

に

行

っ
て

き

た
小

学

生

の
体

験
談

や
日

常

活

動

の
紹

介
　

呰
乕

無

料

奈
託

児

あ
り

（
無

料

）

固

ヒ

ッ

ポ

フ

ァ

ミ

リ

ー

ク

ラ

ブ
松

戸

・
片

山

昔
捌

・
9
2
9
9

［
］
法

廷

傍

聴

会

1
2月
1
9
口

困
正

乍

～

午

後

４

時

会

場

千

葉

地

方

裁

判

所

松

戸

支

部

な

ど
　

内

胄
傍

聴

事

前

説

明

会

・

法

廷

傍

聴

な

ど
　

定
昌
先

着

二

十

五

人
　

春
用

無

料

圃
1
2
月

６
日

宙
午

前
1
0
時

か

ら

、

電

話
で

千

葉

県

弁

護
士

会

松

戸

支

部

公
3
6
6・
6
6
1
1

へ

［
］
軽

ス

ポ

ー

ツ

教

室

1
2月
1
5
日

面
午

前

９

時

～
正

午

会

場

新

松

戸

西

小

学

校
　

内

容

グ

ラ

ウ

ン

ド

ー
ゴ

ル

フ
（
校

庭

）
、
体

力

テ

ス

ト

・

ラ

ー

ジ

ボ

ー

ル

卓

球

（
体

育

館

）
　
眥

拑
百

円

（
保

険

料

）

匣
当

日

会
場

で

固

体
育

指

導

委
員

・
加

藤
ｓ
3
4
3・

［

］
青

少

年

会

館

ト

レ

ー

ニ

ン

グ

機

器

操

作

講

習

会

1
2月
1
5
日

㈲

午

前
1
0
時

～
正

午

会

場

肯
少

年

会
館

樋
野

口

分

館

対

象
十

六
歳

以

上

の
人
　

持

ち
物

運

動

着

・

上

履

き
　

春
雨

無

料

匝

当
日

会

場

で

崑
青
少

年

会

館

’一一
3
4
4
・
8
5
5
6

［

］
シ

ニ

ア

初

心

者

テ

ニ

ス

学

校

１
月

～
1
2
月

の

第

二

・
四

月

曜

日

午
前

８

時

～

９

時
2
0
分
　

会

場

Ｉ
Ｓ

Ｓ

テ

ニ

ス

ア

リ

ー
ナ

（
上

本

郷

駅
下

車

）
　

対

象

六

十
歳

以

上

の

ま

っ

た

く

経

験

の

な

い
人
　

定

【

】
ク

リ

ス

マ

ス

リ

ー

ス

作

り

1
2月

７

日

剛

午

前
1
0
時
3
0
分

～

午

後

Ｏ

時
3
0
分

会

場

女
性

セ

ン

タ

ー

ゆ

う

ま

つ

ど
　

眥

塵

一
千

百

円匝

電

話

で

サ

ー
ク

ル

花

倶

楽

部

・
横

田

昔
0
9
0・
３

０

４

４

・
０

１ｈ
ぶ
」ａ
７

へ

［

］
歳

末

コ

ン

サ

ー

ト

1
2月

Ｈ

日

出

午

後

１

時
3
0
分

～

３

時

会
殲
矢

切
公

民

館

内

容

「
福

祉

の
町

づ
く

り

」
の

一
環

と

し

て

行

う

コ

ン

サ

ー
ト
　

出

演

聖

徳

大

学

レ

デ
ィ

ー
ス

ウ
イ

ン

ド

オ

ー

ケ

ス

ト

ラ

・
伏

見

知

か

志

（
歌

謡

模

写

）
　

客
用

無

料

固
松

戸

市

身

障

運

転

者

協

会

・
山

崎

公
3
6
7・
4
0
9
6

昌
罘
兀
着

二

十

四

人
　

春
用

一

回

五

百

円
圃
1
2
月
2
9
日

㈲
ま

で

に

、
電

話

で

Ｔ
Ｓ

Ｓ

テ

ニ
ス

ア

リ

ー

ナ
内

松

戸

シ
ル

バ

ー

テ

ニ

ス
連

盟

事

務
局

・
藤

井

。一一
3
6
6
・
3
6
0
0

へ

教室名 期　日 時間 会　場 対象／定員 費　用

レ ス リ ン

グ教 室

1/19 ～2/16

の 毎 週 日 曜

日 〔全う回 〕_..__..___
1/19 ～3/9

の 毎 週 日 曜

日 〔全8 回 〕

午 前9 時

３０分 ～

正 午

運 動 公 園 体

育 館 多 目 的

室

幼 児 ～ 中 学

生 ／先 着30

人
無料

ア ー チ ェ

リ ー教 室

午 後1 時

～3 時

運 動 公 園 武

道 館 多 目 的

室 ・野 球 場

中 学 生 以 上

の 人 ／ 先 着

30 人

1,500 円 （用 具 代 ）

と 施 設 使 用 料

カ ロ ー リ

ン グ教 室
1/11出

午前10 時

～ 正 午

常 盤 平 体 育

館 競 技 場

小 学 生 以 上

の 人 ／ 先 着

30 人

高 校 生 以 上210 円 、

中 学 生 以 下52 円

(施 設 使 用 料)

匣直接または電話でスポーツ課S363-92 ∠囗へ

催
し
物

ぶらっと

東葛

おはなしキャラバン

ス
ポ
ー
ツ

［
］
ス
ポ

ー
ツ
教
室

圜
登

山
学

校
事

務
局

・

藤

桝

登
0
4
3・
2
5
5・
8
8

0
7

（
夜

間

の

み
）



邦
楽

の
世
界

を

い

つ

ま

で

も

残

し

た

い

松
戸
の
名
所
、
名
物
を
詠
み
込

ん
だ
唄
が
で
き
た
。
洋
楽
の
ご
当

地
ソ
ン
グ
と
は
ひ
と
味
違
っ
た
小

粋
で
洒
落
た
唄
で
あ
る
。

作
詞
、
作
曲
は
市
内
在
住
の
中

條
京

子
（
蓼

競
三

）

さ

ん

。
小

唄

教
室

を

開

い
て

い

る
三

味

線

の
師
匠

だ

。

中

條

さ

ん

は

、

小

学

五
年

生

の

と

き

に

ラ

ジ

オ

か

ら

流

れ

る
三

味

線

の

音

色

に

血

が

騒

い

だ

と

い
う

。「

そ

れ

は

も

う

鳥
肌

が

た

つ
ぐ

ら

い
」

と

当

時
を
振
り
返
る
。
ピ
ア
ノ
こ
そ
習

っ
て
い
た
が
、
実
家
は
海
産
物
の

加
工
業
で
音
楽
と
は
無
関
係
。
そ

れ
で
も
そ
の
出
会
い
が
一
生
の
仕

事
に
な
る
の
だ
か
ら
運
命
と
で
も

平成１５年

案内状は届きましたか？

市
で
は
、
楽
し

い
行
事

を
計

画

し
て

い
ま
す
。

ぜ
ひ

、
ご
参
加

く

だ
さ

い
。

対
象

者
に
は

、
案
内
通
知

を
1
2

月
６
日

窗
に
発

送
し

ま
す

。
1
2月

Ｈ
日

水
ま

で
に
届

か
な
い
人

は
、

お
問

い
合

わ
せ
く
だ

さ
い
。

日
時
・：
１
月
1
3日
聡

午
前
1
0時
3
0

分
～
午
後

１
時
3
0分

（
式

典
は
午

い
う
ほ
か
は
な
い
。

十
八
歳
で
上
京
す
る
と
、
ま
ず

初
め
に
や
っ
た
の
が
三
味
線
教
室

を
探
す
こ
と
。
行
き
当
た
り
は
っ

た
り
に
三
味
線
が
聞
こ
え
て
く
る

「蓼競三の浴衣会」で（蓼津留好師匠と）

家

に
飛

び
込
む
と
、

そ

こ

は
口

舞

の
稽

古

場
だ
っ
た
と

か
。

そ

れ
で

も

そ
こ

で

蓼

派

の
師
匠

を
紹

介

し

て

も

ら

い
習

い
始

め
る

。

や

が

て
川

村

派

を

経
て

蓼

胡

竸

師

の

門
弟

と

な
り

作

詞

・
作

曲

の

指
導

も
受

け

る

。

指
導

と

い
っ

て
も
手
取
り
足
取
り
教
え
て
く
れ

る
わ
け
で
は
な
く
、
作
っ
た
も
の

を
「
こ
こ
が
ダ
メ
、
あ
そ
こ
が
ダ

メ
」
と
言
わ
れ
る
だ
け
。
と
は
言

い
な
が
ら
モ
ダ
ン
な
作
風
に
な
る

前
1
0時
3
0分
～
正

午
）

受

付
時
間
・
：
午
前
1
0時

か
ら

会

場
…
森
の

ホ
ー
ル
2
1

対

象
…
昭
和
5
7年
４
月

２
日
～

昭

和
5
8年

４
月
１
日
生
ま

れ
の
市
民

※
駐
車
場
は
限
り

が
あ
り

ま
す
。

混
雑

が
予
想
さ

れ
る
た
め
、
車

で
の
来
場
は
ご
糴
原
ぐ
だ
さ
い
。

新
京

成
八
柱
駅
南
口
、

℡
新

八

柱
駅

か
ら
無
料

送
迎

バ
ス
四
台

（
午
前
９
時
4
5分
始

発
）
を
順

次
運
行
し
ま
す

の
で
、
ご
利

用

く
だ

さ
い
。

Ｊ

成
人

式

ボ
ラ

ン

テ

ィ

ア

ス

タ

ッ
フ

を
募

集

し

ま

す

成
人
式

の
運
営

に
協
力
し

て
く

れ

る
、
新
成
人
以
外

の
ス
タ
ッ
フ

を
募
集
し
ま
す

。

内
容
…
会
場

案
内

（
介

助
等
）
　・

交
流
会

（
景
品

の
交

換
等
）

募

集
期

限
…
1
2月
2
5日

水
支
で

の

は

「

や
は

り

師
匠

の

影

響
」

と

語

る

。
『
松

戸

小
う

た
』

に

は

長
引

く

不

況

や
不

祥

事

が
続

く

昨

今

、
暗

い
世
相

を

少

し

で
も

明

る

く
し

た

い
と

い
う

願

い
を

込

め

た

。
「

そ

の
う

え

で
松

戸

が
ど

ん

な
と

こ

ろ

か

遠
く

の
人

に

も
知

っ
て

も

ら
え

た

ら
」
。

七

福

神

め

ぐ

り

、

桜

、

花

火

、

コ

ス

モ

ス
、

渡

し

船

は

い
う

に
及

ば
ず

、
小

な

す

の

麹

債

や
梨

に

野

菜

に
白

玉

粉

と

く

れ

ば
、

ま

さ

に

松

戸

の
四

季

を
彩

る
行

事

、
名

所

、

名

物

ば

か
り

。
そ

れ

が
三

味

線

と

鳴

り

物

を

バ

ッ

ク
に

軽
快

に

歌

わ

れ

る
。
夏

に

は
振

り

を

つ
け

て

盆

踊

り

に

も
使

わ
れ

た

。

今

年

４
月

、
中

学

校

の
音

楽

教

育
で

「

和

楽

器
に

つ

い
て
は

、
三

年

間

を

通

じ

て
一

種

類
以

上

の
楽

器
を

用

い
る
こ

と

」

と

定

め
ら

れ

た

。
「

正

規

の

音

楽

の
時

間

に

教

え

ら
れ

れ

ば
三

味

線

の

良

さ
、

ひ

い

て
は

和

楽

器

の
良

さ

を
子

ど
も

た

ち

に

も

わ

か

っ

て

も

ら

え

る

。

な
じ

め

ば
難
し

い
も

の

で

は

あ
り

※
謝

礼

や
交

通

費

等

の

支

給

は

あ

り

ま

せ

ん

。

※
詳

細

は

、

教
育

青

貝
会

ホ

ー
ム

Ｌ

ン
で

も

紹
介

し

て

い
ま

す

。

Ｈ
 ｈ
ｔｔ
ｐ
:／
／
w
w
w
ｉｎ
ｔｅ
ｒ
ｓ
ｈ
ｉｐ

 
ｎ
ｅ
ｊ
哭

ｋｙ
ｏ
ｕ
i
k气

圃

電

話

ま

た

は

ホ

ー

ム

ペ
Ｌ

ン
か

ら

社

会

教

育

課
市

民
文

化

係

昔
3
6
6

・
7
4
6
2

へ

多
く
の
参
加

を
お

待
ち
し
て
い
ま

す

パ ークセン ター催し物

ま

せ

ん

。
そ

う

い
う

意

味

で

、
私

た

ち

は

『
邦

楽

教

育
元

年

』

と
言

っ
て

い
ま

す

」

津

軽
二

味

線

奏

者

が
脚

光

を
浴

び
、

和
太

鼓

の
演

奏
会

が
満

席

に

な

る
。
そ

ん

な
中

で

中
條

さ
ん

は
、

一

過

性

の

ブ

ー
ム

に
終

わ
ら
せ

る

こ

と

な
く

、
日

本

の
伝

統

を
伝

え

る
和

楽

器

の
良

さ

を

い

つ
ま

で

も

残
そ

う

と

、
今

日

も

指
導

に

励

ん

で

い

る
。

（
栄
町

西

在

住

）

講　座　名 日　時 講　師 定員 費用

森 の ク ラ フ ト 教 室

｢ ハ ス の 実 を 使 っ た 民

芸 調 の お 正 月 飾 り｣

12/21 圉

午 後1 時30 分 ～3 時

30 分

ネ イ チ ャ ー ク ラ

フ ト デ ザ イ ナ ー

・山 中 琴 江 氏

先着25人 500 円

み ど り の 講習 会

｢ 生 花 で 飾 る ク リ ス マ

ス ミ ニ ッ ツ ー｣

12/22 日

午 後 證き～3 時30 分

フ ラ ワ ー デ ザ イ

ナ ー ・青 島 理 恵

子 氏
先着30人 2,000円

匣電話でパークセンター昔3∠15―8900 へ（午前9時～午後ら時）

「おはなしボランティア」が乳幼児（O歳～3 歳＜らい）とその保

護者に絵本の読み聞かせを行ないます。

午前10 時30 分～11 時10 分　定員当日先着20 組　費用無料

「松戸小うた」を作詞・作曲

期日 会　　場

12/17 ㈹ チェ リ ツシ ユ ・ サポ ー ト ・シ ス テム （野 菊 野 保育 園 内 ）

20窗 ＣＭＳ子育て支援センター（六高台保育園内）

27廊 常盤平児童福祉館

中條　京子
※咎会場とも駐車場はありません。

圜市立図書館公365-5115､ 財松戸市おはなしキャラバン登ｙ ∠;-303ﾜ

圖森のホール21 チケットセンターS384 ―3331  (午前1〔〕時～午後7 時、月曜日休み)

匯htt ｏ://ｗｗｗ.morinohall21. ｃｏｍ/

門

松

カ
ー

ド
を

配
布

し
ま

す

1
2月
６
日

窗
か
ら
門
松
カ

ー
ド

こ

售

箝
一

枚
）

を
配

布
し

ま
す
。

配

布
場
所
：
各

支
所
・
市
役
所
正
面

受
付
・
市

民
課

・
地
域
振
興
課

正賀

※★印には 、託児サービス（有料・予約制）があります。詳細はお問い合わせください。

※学生割引は、森のホール21 チケットセンターのみ取扱います。
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救急医療体制
健康保険証をお忘れなく

◆テレホン案内サービス

〔当日の医療機関(待機病院日木日在宅

当直医､ 夜間急病診療所､休日土曜日夜

間歯科診療所等)を案内しています〕

……登366 －0010

平日 午後4 時30 分～翌日午前9 時

休日と土曜 午前9時～翌日午前９時
◆夜間急病診療所… …C368-3756

衛生会館内　毎日午後8 ㈲～11 時

◆休日土曜日夜間歯科診療所

……c365-3430

衛生会館内　午後８畤～11 時

いらっしゃいませ、楽しい松戸。

｢衛生会館所在…竹ヶ花45の53｣

成人式

人
ひと

『絵本をはじめのいーっぽ』
乳幼児のための読み聞かせサポート

期日 内　　容 開演時間 会場 料金

12/ 7倒
★

フ ル ート ア ン サ ン ブ ル 「リ ン ク ス 」 ク リ ス マ

ス コ ン サ ー ト

曲 目 「四 季 」 よ り 厂冬 」 他
午後2時 小ホール

全 席 指 定3,800 円

学 生3,500 円

17(火)

ラ テ ン ダ ン ス カ ーニ バ ル

ア ル ゼ ン チ ン の｢ タ ン ゴ｣ 、ブ ラ ジ ル の｢ サ

ン バ｣ 、キ ュ ー バ の｢ サ ル サ｣ 、 ス ペ イ ン の

｢ フ ラ メ ン コ｣

午後6時
30分

大ホール

難 礼

21 ㈹

ク リ スマ スノ ア ヴ エ ・ マ リ ア

サ ン ク ト ペ テ ルブ ル グ 室 内 合 奏 団

曲 目 パ ッ ヘ ル ベ ル ／ カ ノン　 他
午後1時 大ホール 全 席 指 定4,000 円

1/18圉
★

県民芸 術劇 場松戸 公演ニ ュ ーイヤ ーコンサ ート･03

指 揮 大 町 陽 一 郎　 ソ プ ラ ノ 蜿 畸 裕 美

管弦楽 ニ ューフ ィ ルハー モニ ー オーケ ストラ 千葉
午後3時 大ホール

Ｓ席3,500円
Ａ席2,500円
Ｂ席1,500円

2/ 2聯
★

公 共 ホ ール ネ ッ ト ワ ー ク 「森 の ホ ール21 国 際

音 楽 祭 」

吉 野 直 子 プ ロ デ ュ ー ス ～ すば ら し き 室 内 楽 ～
午後2時 小ホール

全 席 指 定3,000 円

学 生1,500 円

11例 ｂｏｎｄジャパンツアー2003｢SHINE｣ 午後5時 大ホール
Ｓ席ﾜ,500円
Ａ席5,500円

22仕）
★

森 の ホ ール21 能 楽 鑑 賞 会

演 目 能｢ 高 砂｣ 、狂 言｢ 佐 渡 狐｣ 、能 匚熊 野

(ゆ や)｣

観 世 流 能 楽 師 梅 若 万 三 郎 、八 田 達 弥

和 泉 流 狂 言 師 野 村 万 作　 他

午後2時 大ホール 全 席 指 定4,000 円

チ ケ ット ガ イ ド森のホール２1

さん


